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1. 2026年3月期第1四半期 実績
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2026年3月期第1四半期 連結決算実績サマリー

　　　　　　　　　　決算期
百万円

2025/3期 1Q 2026/3期 1Q 増減  増減率

売上高 28,626 33,457 + 4,830 +16.9%
営業利益 931 966 + 35 +3.8%
経常利益 1,292 1,087 △ 205 △15.9%
親会社株主に帰属する
四半期純利益

820 △ 4,984 △ 5,804 -

特装車事業 受注高 25,902 32,697 + 6,795 +26.2%

特装車事業 受注残高 84,842 105,796 + 20,954 +24.7%

2026年3月期
第1四半期
連結決算
ポイント

✓主力の特装車事業が増加したことにより連結売上高も増加

✓営業利益は、前年同期から微増

✓独占禁止法関連損失引当金を計上したことにより当期純損失に

✓受注高および受注残高は製品価格改定に伴う駆け込みにより、

オーダーが大きく増加
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1Q 1Q 金額 ％

売上高（全体） 28,626 33,457 + 4,830 +16.9%

特装車 24,741 29,191 + 4,450 +18.0%
うち海外 2,062 4,289 + 2,227 +108.0%

環境 2,163 2,502 + 339 +15.7%

パーキング 1,886 1,911 + 25 +1.3%

営業利益（全体） 931 966 + 35 +3.8%

特装車 733 770 + 37 +5.1%
うち海外 101 83 △ 18 △17.8%

環境 197 314 + 116 +59.1%

パーキング 191 222 + 31 +16.6%

営
業
利
益

　　　　　　　　　　　　 決算期

百万円

2025/3期 2026/3期 増減(対前年同期)

売
上
高

連結決算実績 四半期別推移
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（累計期間）

✓全てのセグメントで増収増益

✓特装車事業は、製品価格改定の効果が顕在化

✓海外は、昨年度グループ化したＳＴＧ社により売上高が大幅増加

2026年3月期
第1四半期
セグメント別

ポイント



2. セグメント別実績
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632 687

101 83

2025/3期 1Q 2026/3期 1Q

国内 海外

特装車事業

86.9％
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2026/3期 1Ｑ

売上高

国内 トレーラが大きく増加

国内 トラックシャシのモデルチェンジに伴う搬入遅延

オーストラリア 吸引掘削車が予想を上回り好調

営業利益

国内 鋼材が需要減少や価格競争により、値下がりが続く

国内 一部製品について引き続き原価が高騰

前期比 +17.9％売上高 営業利益 前期比 +5.1％

22,679 24,902

2,062 
4,289 

2025/3期 1Q 2026/3期 1Q

国内 海外

24,741
29,191 733 770

（単位：百万円）



連結営業利益増減要因（特装車事業）
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営業利益 +37 （+5.1％）

（単位：百万円）



特装車事業 受注高と受注残高

97,779 

73,233 

90,124 

99,336 

84,989 

111,644 

2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 1Q

極東 受注残高 ﾄﾚｸｽ 受注残高 受注高 合計
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70,870

55,517
59,831

80,219 77,553

（単位：百万円）

95,309

受注高合計 1Q実績

32,697百万円

前年同期実績 25,902百万円

105,796



特装車事業 売上構成
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トレーラ

6,759 

トレーラ

5,126 

ウィング・バン

4,446

ウィング・バン

4,841

物流・省力関連

4,142

物流・省力関連

3,834

建設関連

3,038

建設関連

3,217

海外・輸出

4,545

海外・輸出

2,451

環境・福祉関連

1,723

環境・福祉関連

1,527

その他

4,539

その他

3,745

2026/3期 1Q

計 29,191

2025/3期 1Q

計 24,741

（単位：百万円）



2026/3期 1Ｑ

環境事業

7.4％

売上高

プラント建設 受注済物件の建設工事を継続（下期中に2件完成予定）

新規物件の受注活動継続

（5月：千葉市動物公園のバイオマスボイラー整備工事受注）

営業利益

メンテナンス・運転受託のストックビジネスに注力

446 693

1,718 
1,809 

2025/3期 1Q 2026/3期 1Q

プラント メンテナンス・運転受託
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前期比 +15.7％ 前期比 +59.1％

2,163
2,502

売上高 営業利益

（単位：百万円）

197

314

2025/3期 1Ｑ 2026/3期 1Ｑ



2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期
2026/3期

(予想)

プラント納入実績（累計） 198 201 203 203 203 205 206 208

運転受託数（稼働中） 34 34 37 37 38 36 36 36

0
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190
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210
プラント納入実績（累計）

運転受託数（稼働中）

環境事業 実績推移
（運転受託/件）（プラント/件）
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2026/3期 1Ｑ

パーキング事業

5.7％

売上高

梅雨、猛暑の影響などによりコインパーキング稼働率上昇

万博会場沿線事業地の売上が大幅上昇

営業利益

立体駐車装置のストックビジネス（リニューアル・メンテナンス等）に注力

67 62

71 72

59 88

2025/3期 1Q 2026/3期 1Q

その他 立体駐車装置 コインパーキング
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前期比 +1.3％ 前期比 +16.6％

385 366

736 722

765 823

2025/3期 1Q 2026/3期 1Q

その他 立体駐車装置 コインパーキング

1,886 1,911
191

222

売上高 営業利益

（単位：百万円）



パーキング事業 実績推移
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2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期
2026/3期

(1Q)

パレット数

（累計）
77,624 78,797 79,961 81,243 82,913 84,628 84,866

立体駐車装置パレット数（累計）

2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期
2026/3期

(1Q)

車室数

（稼働中）
8,953 9,724 11,440 11,669 11,884 12,445 12,684

コインパーキング車室数（稼働中）
（単位：台）

両グラフとも集計方法を見直し、数値を修正しております



3. 2026年3月期通期 業績予想
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2026年3月期 連結業績予想
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2026年3月期
業績予想

増減  （増減率）
5月公表 7月公表

売上高 140,449 168,000 168,000 0 0.0%
営業利益 6,656 9,600 9,600 0 0.0%
経常利益 6,890 9,500 9,500 0 0.0%
親会社株主に帰属する
当期純利益

5,820 6,500 2,645 △ 3,855 △59.3%

　　　　　　　　　　  決算期
百万円

2025/3期
(実績)

2026/3期
5月公表値 比

✓ 2025年7月8日公表値から修正なし

✓ 年間配当予想についても変更なし

✓ ⽶国の関税措置による直接的な影響は想定されず



連結営業利益推移（セグメント別）
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6,880 

4,481

△ 555

2,451

4,676

7,800 

1,994 2,098
1,768

2,644 2,772
2,400 

1,140 1,143
656 780 847 750 
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2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

（予想）

特装車 環境 パーキング
（単位：百万円）



特装車事業 通期業績予想
特装車事業
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➢ 製品価格改定による売上増加 （※2025年4月1日より一部製品の価格を再度見直し）

➢ 大規模設備投資により、生産性と利益率が向上

➢ 海外においてインド第2工場竣工（チェンナイ）、新たにグループ化したオーストラリアＳＴＧ社の業績貢献

➢ 受注高・受注残高 ともに高水準を維持

（受注残高 極東：51,032百万円、トレクス：54,764百万円 合計 105,796百万円） ※2025年6月末時点

5.4％3.9％営業利益率

前期比 +20.8％売上高 営業利益 前期比 +66.8％

118,708

143,400

2025/3期 2026/3期

4,676

7,800

2025/3期 2026/3期

（単位：百万円）



845 2,062 5,760
8,884 10,182 12,080

24,134

91,858
85,869

77,293

55,041

67,621 

74,561 
80,000 

0
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80,000
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200,000
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20,000

40,000
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80,000

100,000

2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

うち海外子会社

国内普通トラック登録台数

（台） （百万円）

トラック市場と特装車事業の売上高推移

2022年4・5月
2023年2月
価格改定

2023年4月
2024年1月
価格改定

2024年4月
2025年4月
価格改定

トラック市場はコロナ・半導体不足・シャシメーカーの認証不正等の影響で一時的に低迷するも、
価格改定と海外事業強化により売上高を確保、シャシの供給も徐々に回復
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98,57199,551 96,447
107,115

118,708

102,076

（過去最高）

棒グラフ 特装車売上高

国内普通トラック 1Q実績

16, 930台

前年同期実績 16,822台

143,400



2,772
2,400

2025/3期 2026/3期

環境事業

環境事業 通期業績予想
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➢ 新技術の導入による付加価値の向上と他社との差別化

➢ グループ間の連携とリソースを最大限に活用し、提案力とコスト力を強化

➢ カーボンニュートラル達成に貢献する新規事業であるバイオマス関連事業の本格稼働

➢ プラント建設工事に引き続き注力 （ 進行中 計8件 北海道、東京、埼玉、石川、兵庫、大分 など ）

13.7％19.5％営業利益率

プラント竣工：1件 プラント竣工：2件

前期比 +23.3％売上高 営業利益 前期比 △13.4％

14,193

17,500

2025/3期 2026/3期

（単位：百万円）



パーキング事業

パーキング事業 通期業績予想
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➢ 立体駐車装置 ： リニューアル・メンテナンス等のストックビジネスの売上拡大・安定収益確保

➢ コインパーキング ：「Charge-mo®」の機能拡充と新規顧客獲得による早期収益化を図る

8,187 7,800

2025/3期 2026/3期

847
750

2025/3期 2026/3期

9.6％10.3％営業利益率

前期比 △4.7％売上高 営業利益 前期比 △11.5％

（単位：百万円）



参考 補足資料
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会社概要
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： 1955年6月1日

： 連結 3,530名 単独 1,191名 (2025年6月末現在）

： 大阪府大阪市中央区

： 26社

設 立

従 業 員 数

本 社

連 結 子 会 社

： 極東開発工業株式会社商 号

： 11,899百万円資 本 金

： 代表取締役社長 布原 達也代 表 者



事業内容
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特装車事業
特殊自動車その他の輸送運搬機械の製造、架装及び販売、修理ならびに同部品の
製造、販売 トレーラ・トラックボデー等の製造及び販売

環境事業
自治体・広域組合、廃棄物処理関連企業から受注しプラント建設・設置取付
環境整備機器及び施設の運転受託、メンテナンス

パーキング事業
立体駐車装置及び設備の製造、据付、販売及び修理
駐車場の経営（コインパーキング）



シェアードリサーチ社による調査レポート
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当社では、投資家の皆様により当社についてご理解いただくべくシェアードリサーチ社による調査レポートを公開
しております。当社事業のより一層のご理解の一助となれば幸いです。

https://sharedresearch.jp/ja/companies/7226

https://sharedresearch.jp/ja/companies/7226
https://sharedresearch.jp/ja/companies/7226
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将来予測に関する注意事項


